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私
が
勤
務
す
る
棚
倉
森
林
管
理
署

笹
原
森
林
事
務
所
は
、
福
島
県
の
南

部
に
位
置
す
る
東
白
川
郡
塙
町
に
あ

り
ま
す
。

塙
町
は
、
阿
武
隈
山
地
の
南
部
の

比
較
的
な
だ
ら
か
な
地
形
が
続
く
高

地
に
位
置
し
、
町
の
中
心
部
を
森
林

が
囲
む
よ
う
に
分
布
し
て
お
り
、
清

ら
か
な
渓
流
や
四
季
折
々
の
自
然
景

観
が
残
る
の
ど
か
な
地
域
に
約
８
、

７
０
０
人
が
在
住
し
て
い
ま
す
。

農
林
業
を
中
心
と
し
た
産
業
が
主

体
で
、
水
稲
や
酪
農
、
畜
産
の
ほ
か
、

こ
ん
に
ゃ
く
、
リ
ン
ゴ
等
の
生
産
、

林
業
等
が
盛
ん
な
町
で
す
。

ま
た
、
塙
町
の
あ
る
東
白
川
郡
周

辺
の
気
候
は
東
北
地
方
の
中
で
も
比

較
的
温
暖
で
、
肥
沃
な
土
壌
が
多
く

存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
古
く
か

ら
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
を
中
心
と
し
た
林

業
が
積
極
的
に
営
ま
れ
て
い
る
地
域

で
も
あ
り
、
恵
ま
れ
た
森
林
資
源
を

活
か
し
て
町
内
に
は
、
日
本
最
大
規

模
の
製
材
工
場
が
立
地
し
て
い
ま
す
。

私
が
管
轄
す
る
笹
原
森
林
事
務
所

で
は
、
約
５
、
８
０
０
ha
の
国
有
林

を
管
理
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
管
内

の
国
有
林
は
、
林
地
生
産
力
が
高
く
、

ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
生
育
は
福
島
県
内

で
も
良
好
な
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
管
理
す
る

国
有
林
の
80
％
が
人
工
林
と
な
っ
て

い
る
等
、
棚
倉
森
林
管
理
署
管
内
で

も
人
工
林
が
多
い
森
林
事
務
所
で
す
。

当
森
林
事
務
所
の
平
成
31
年
度

（
令
和
元
年
度
）
の
事
業
量
は
、
署

全
体
で
４
９
、
０
０
０
㎥
の
素
材
生

産
量
の
内
１
８
、
０
０
０
㎥
、
新
植

（
地
拵
・
植
付
）
70
ha
の
内
19
ha
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

棚
倉
森
林
管
理
署
で
は
、
今
後
数

年
、
契
約
林
の
期
間
満
了
に
伴
う
売

払
等
の
増
加
に
よ
り
新
植
が
１
０
０

ha
を
大
き
く
超
え
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
新
植
・
下
刈
等
の
低
コ
ス
ト
化
・

省
力
化
が
重
要
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

現
場
の
フ
ロ
ン
ト
ロ
ー
の
森
林
官

と
し
て
、
現
地
踏
査
か
ら
適
切
な
森

林
施
業
の
判
断
を
行
い
低
コ
ス
ト
化
・

省
力
化
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
日
々
森
林
と
接
し
て
行
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
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塙町の町並み

製材工場

清らかな清流

新植箇所立木販売箇所（搬出の様子）


